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平成 22 年 11 月５日 

各      位 

会 社 名  鉱研工業株式会社 

代表者名  代表取締役社長 末永 幸紘 

（JASDAQ・コード番号 6297） 

問合せ先  取締役管理本部長 大谷 幸彦 

電話  03-6907-7888 
 

業績予想の修正および特別損失計上に関するお知らせ 
 

近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年４月 23 日に公表した業績予想を下記のとおり修正

するとともに、第２四半期累計期間において特別損失を計上いたしますので、お知らせいたし

ます。 

記 
 
1. 平成 23 年３月期の（連結）業績予想数値の修正 
(1) 第２四半期（累計）業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 
 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（ A） 2,700 △27 △68 △83 △9.26
今回発表予想（ B） 2,700 △124 △198 △295 △32.93
増 減 額 （ B ― A ） 0 △97 △130 △212 ―

増 減 率 （ ％ ） 0 ― ― ― ―

（ご参考）前期第２四半期実績  

平成 22 年３月期第２四半期 
2,712 △22 △29 △44 △4.92

 
(2) 通期業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 
 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（ A） 6,700 180 100 70 7.80
今回発表予想（ B） 6,900 160 50 △60 △6.69
増 減 額 （ B ― A ） 200 △20 △50 △130 ―

増 減 率 （ ％ ） 3.0 △11.1 △50.0 ― ―

（ご参考）前期実績 
平 成 2 2 年 ３ 月 期 

6,076 △45 △119 △135 △15.06
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2. 平成 23 年３月期の（個別）業績予想数値の修正 
(1) 第２四半期（累計）業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 
 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（ A） 2,300 △53 △93 △103 △11.49
今回発表予想（ B） 2,211 △149 △224 △319 △35.66
増 減 額 （ B ― A ） △89 △96 △131 △216 ―

増 減 率 （ ％ ） △3.9 ― ― ― ―

（ご参考）前期第２四半期実績  

平成 22 年３月期第２四半期 
2,511 △37 △47 △54 △6.11

 
(2) 通期業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 
 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（ A） 5,900 130 50 30 3.34
今回発表予想（ B） 6,100 120 10 △90 △10.04
増 減 額 （ B ― A ） 200 △10 △40 △120 ―

増 減 率 （ ％ ） 3.4 △7.7 △80.0 ― ―

（ご参考）前期実績 
平 成 2 2 年 ３ 月 期 

5,249 △108 △183 △195 △21.82

 
 

3. 修正の理由 

(1)  第２四半期（累計）期間業績予想（連結） 

売上高は前回予想と同様の 2,700 百万円となりましたが、①ボーリング機器関連において特

機販売の増加、競争激化による販売価格の低下、②工事施工関連において出来高が低水準に留

まったことに伴う固定費負担増加、および採算の厳しいＯＤＡ工事のウェイト上昇により、計

画に比べ原価率が上昇し、経費削減に努めたものの、営業損失として 124 百万円（前回予想比

△97 百万円）を計上いたしました。 

また、円高の影響により、為替差損 42 百万円を計上したことより、経常損失 198 百万円（前

回予想比△130 百万円）、下記不適切取引損失 69 百万円を含む特別損失 106 百万円を計上した

ことにより、当期純損失 295 百万円（前回予想比△212 百万円）となりました。 
 

 

(2) 通期業績予想（連結） 

売上高につきましては、前回予想時に比べ、景気の不透明感に伴う国内販売の伸び悩み、海

外民間工事の減少等はあるものの、中国等を中心に海外販売の増加が期待されることから、前

回予想比 200 百万円増の 6,900 百万円を予想しております。 
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売上高の増加が見込まれるものの、ボーリング機器関連においては今後も厳しい競争環境の

継続、工事施工関連においても採算の厳しいＯＤＡ工事のウェイト増に伴い、売上総利益は前

回予想から減少することを見込んでおりますが、引き続き経費の削減を推進することにより、

営業利益は前回予想比 20 百万円減の 160 百万円を予想しております。 

また、為替は現行水準で推移するものと予想しており、第２四半期連結累計期間に計上した

為替差損 42 百万円が通期でも計上される見込みであることから、経常利益として前回予想比

50 百万円減の 50 百万円を見込んでおりますが、下記特別損失の計上等により当期純損失 60

百万円（前回予想比△130 百万円）を予想しております。 

 
 

(3) 個別業績予想 

上記連結業績予想と同様の理由によるものであります。 

 
 

4. 特別損失の計上 

平成 22 年 11 月５日付「不適切な会計処理に関する調査結果について」にてお知らせしまし

たとおり、当社四国支店高知営業所において発生した不適切な会計処理に伴い、本日開催の取

締役会決議をもって、平成 23 年３月期第２四半期において、不適切取引損失として 69 百万円

を特別損失に計上することを決定いたしました。 

なお、本件特別損失に関する事項につきましては、金融商品取引法第 24 条の５第４項並び

に企業内容等の開示に関する内閣府令第 19 条第２項第 12 号及び第 19 号の規定に基づき、上

記取締役会の決議を経て、平成 22 年 11 月５日付「臨時報告書」を関東財務局長宛に提出して

おります。 

 
以  上 


